
上下水道の福島県広域化プラン
について

資料３
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(仮称)福島県水道広域化推進プラン

平成31年1月25日付(平成30年度)
「水道広域化推進プラン」の策定について

総務省・厚生労働省 通知

策定主体は各都道府県とし、令和4年度までに「水道広域化推進プラン」を策定・公表すること。

「水道広域化推進プラン」とは
市町村の区域を超えた広域化を推進するため、都道府県が区域内の水道事業に係る広域化の推

進方針を定めるとともに、これに基づく当面の具体的取組の内容やｽｹｼﾞｭｰﾙ等について定めるもの。
都道府県においては、これまでの検討結果をふまえ、広域化の様々なﾊﾟﾀｰﾝに応じた経営体制や

経営指標等の将来見通しについてｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを実施し、その具体的効果を比較した上で策定する。

【法的根拠】水道法 第２条の２ 第２項
都道府県は、その区域の自然的社会諸条件に応じて、その区域内における市町村の区域を超え

た広域的な水道事業者等の間の連携等の推進その他の水道の基盤の強化に関する施策を策定し、
及びこれを実施するよう努めなければならない。

2



５つの圏域に設定

相双・いわき

県北

県中

県南

会津・南会津

本プランでは、これまでの検討結果や地理的特性や各水道事業の
現状等を踏まえつつも、より広域的な視点から検討を行うため、県
北、県中、県南、会津・南会津及び相双・いわき圏域の５つの圏域
に分けて検討することとします。

県中圏域
郡山市、須賀川市、田村市、鏡石町、天栄村、石川町、

玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町
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ﾌﾟﾗﾝ(素案)のうち、郡山市に係る重要項目

① 浄水場の統合(三春町)

② 経営統合(県中圏域)
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① 浄水場の統合（三春町）

三春町
三春浄水場

郡山市
荒井浄水場

機械的に10km圏内の浄水場を統廃合し、経営効果を検討。

現状

荒井浄水場

三春浄水場

約31億円

提案

荒井浄水場

三春浄水場
廃止

三春町が郡山市の
水道水を購入
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② 経営統合（県中圏域）

6※ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの詳細について、非公開である。



郡山市

統合

重要な問題：経営統合した場合に供給単価が上がる

供給単価とは、１㎥

当たりの販売単価

統合することで、
料金値上げになる。

47年後
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令和2年度 県中圏域内の給水原価と供給単価の比較

※法非適用の自治体(古殿町・平田村)は除く
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給水原価(製造単価) 供給単価(販売単価)

給水原価(製造単価)が供給単価(販売単価)を下
回っている自治体がある。
不足分を税金で補てんしているか、減価償却費
を料金で回収しておらず、このような料金体系
は老朽化施設の更新が進まない可能性がある。

※参考：総務省の決算統計資料 8



スケジュール(福島県の動き)

〇各事業体の資料収集
〇ﾊｰﾄﾞ面による広域連携ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ(㈱日水ｺﾝ・有限責任監査法人トーマツ)
〇意見交換等
〇素案の作成

令和2年度～令和3年度

【5月】
【6月～8月】
【9月～10月】
【11月～12月】
【1月～2月】

令和４年度

素案に対する意見交換
ｿﾌﾄ面による広域連携ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 検討会
広域化推進プラン（案）検討会
各市町村の確認
県議会・県知事説明

県では、ソフト面で
の連携について検討
中である。
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(仮称)福島県下水道広域化・共同化計画

平成30年1月17日付(平成29年度)
「広域化・共同化計画」の策定について

総務省・国土交通省・農林水産省・環境省 通知

【背景】
・汚水処理施設の老朽化・更新需要の増加
・人口減少による使用料収入の減少
・職員数の減少、執行体制の脆弱化

厳しい経営環境

【目的】汚水処理事業の経営の持続可能性の確保

策定主体は各都道府県とし、令和4年度までに「広域化・共同化計画」を策定・公表すること。

「広域化・共同化計画」とは
・都道府県が主体となり、市町村と連携して作成するもの（全市町村が検討の枠組みに参加）。
・広域的な連携により事業運営基盤の強化を図る取り組みについて、短期的（5 年程度）、

中期的（10 年程度）、長期的（20 年～30 年）のスケジュールを示す。

効率的な事業運営が必要
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郡山市の場合、流域下水道によりすでに広域化・共同化されている（郡山市、須賀川市、本宮市、
鏡石町、矢吹町の汚水を県中浄化センターで共同処理）

広域化・共同化計画のイメージ
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ﾌﾟﾗﾝ(素案)のうち、郡山市に係る重要項目

●処理施設の統合（案）
・既存の汚水処理施設と流域下水道（県中処理区）を接続し、

汚水処理施設を廃止。汚水処理施設の維持管理費を削減。

郡山市

須賀川市

郡山市流域関連

公共下水道事業

本宮市流域関連

公共下水道事業

須賀川市 流域関連公共下水道事業

流

域

幹

線

（県
）

本宮市

鏡石町

矢吹町

鏡石町 流域関連公共下水道事業

矢吹町 流域関連公共下水道事業

流域下水道（県中処理区）

【郡山市：農集】
早稲原、上伊豆島

【大玉村：農集】
大山第１、玉井第２

【白河市：農集】
町屋、中新城、下新城、隈戸、
下小屋、豊地

県中浄化センター（県）

日和田町高倉 地内

※実施に向け、建設改良負担金、維持管理
負担金について県・関係市町で今後調整
していく。

早稲原地区農業集落排水施設

（H11年供用開始）

接続

接続
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スケジュール(福島県の動き)

〇検討体制の構築 〇方部別グループワーク（意見交換） 〇現状把握
〇広域化・共同化メニュー検討（モデル箇所における検討）
〇計画素案作成に向けた整理・調整

平成３０年度～令和3年度

【７月】 素案に対する意見照会
【８～１０月】 福島県から該当市町村へ説明

市町村の意見を素案へ反映
【１１月】 計画案の提示
【～３月】 計画策定・公表

令和４年度
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